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フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 

米国マーケットの最前線 
                -経済動向から日本への影響まで-           2015/7/2 

雇用統計直前レポート～9 月利上げへの確度高めるか～

  

ADP雇用統計（前月差） 6月 +23.7万人 市場予想 +21.8万人 前月 +20.3万人（上方修正） 

（予想）非農業部門雇用者数 市場予想 +23.3万人  マネックス証券 +25万人  

ISM製造業景況感指数 6月 53.5 市場予想 53.2 前月 52.8 

新車販売台数（年率換算） 6月 1716万台   前月 1779万台 

 

■非農業部門雇用者数は25万人増を予想 

2日の日本時間21時半に米国雇用統計が発表される。

通常は月初金曜日の発表だが、今月は3日金曜日が

休日の関係で前日発表となっているのでご注意いただ

きたい。 

 

米雇用関連会社のオートマチック・データ・プロセッシン

グ（ADP）が3日に発表した雇用統計の先行指標である

ADP雇用統計で「民間非農業部門雇用者数」は前月差

23.7万人増と、前月から伸びが加速し、市場予想（21.8

万人増）を上回った（グラフ参照）。前月分も20.1万人増→20.3万人増に小幅に上方修正された。 

 

ADP雇用統計の結果は米国の労働市場が堅調な回復

軌道を維持していることを示唆するもので、今夜発表の

非農業部門雇用者数も堅調な数字となる可能性を高

めた。また、労働市場の先行指標である新規失業保険

申請件数は依然として減少（望ましい）傾向を続けてお

り（グラフ参照）、労働市場の回復が鈍化するような兆

しは見受けられない。 

 

マネックス証券では過去2ヵ月連続で、非農業部門雇用

（出所)マネックス証券作成
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者数がADP雇用統計を上回る雇用者数の伸びを見せていることを考慮し、市場予想よりやや強気な前月差

25万人増を予想している。 

 

今回の雇用統計では非農業部門雇用者数の他に、将来のインフレ圧力となる平均賃金の上昇率への注目

度も高い。5月分の平均賃金は前年同月比2.3％の上昇と市場予想を上回った。市場予想では6月分も前月

同様、前年同月比2.3％の伸びが見込まれているが、それを上回るような伸びが見られれば、FRBが利上げ

開始の条件として打ち出している「労働市場の一段の改善」が進んでいると意識され、9月利上げの思惑が

高まることになろう。 

 

■ISM製造業は底入れが鮮明に 

1日に発表されたISM製造業景況感指数は53.5と前月

の52.5から改善し、市場予想の53.2も上回った（グラフ

参照）。冬場に落ち込みの大きかったISM製造業指数

だが、ここへきて底入れ、回復加速が鮮明になってきた

格好だ。 

 

昨年8月につけた58.1の高水準にはまだ遠いが、この

まま改善基調が続けば7－9月の企業決算への期待が

高まり、株式市場にもプラスとなりそうだ。なお、足下で

鈍化傾向がみられる非製造業指数は6日の月曜日に発表される。 

 

■新車販売台数も好調を保つ～米国株は再び上昇軌道入りか～ 

6月の新車販売台数は年率換算1716万台と10年ぶり

の高水準だった5月からはやや販売台数が鈍化したも

のの、6月の販売台数としては2005年以来の高水準と

依然好調な販売を保っている（グラフ参照）。 

 

米国GDPの7割を占める個人消費の先行指標である同

指数が好調を保っていることは、当然米国経済の先行

きを楽観的にさせるものであり、株式市場にとってもポ

ジティブな材料だ。 

 

（出所)マネックス証券作成
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当レポートや「米国株 Market Pick Up 今週の注目ポイント」では、米国の経済指標や企業収益の伸びが冴

えないことを背景に、今年に入って米国株にはやや弱気な見通しをお示ししてきた。結果的にダウ平均のパ

フォーマンスは昨年末からマイナスであり、概ね想定通りの値動きであった。 

 

ただ、上述してきたように米国の経済指標はここへきて改善が加速する傾向が見られる。利上げという一大

イベントを控えていることから米国株の先行きに悲観的な見方もあるが、イエレンFRB議長やその他のFRB

関係者が今回の利上げペースはゆっくりとしたものとなることを強調していることから、利上げが米国株の上

昇を大きく阻害する可能性は低いのではないかと考えている。出遅れが顕著な米国株に資金が向かい、ダ

ウ平均が1万8500ドルから1万9000ドルといった水準を目指す時期が近づいているのではないだろうか。 

 

■用語解説 

雇用統計（米国） 

米政府による雇用環境を調査した統計。発表される統計のなかでも、失業率（働く意欲がある人口に占める

失業者の割合）と非農業部門雇用者数変化（農業従事者を除いた雇用者数の増減）が市場で注目されやす

い。通常は月初の金曜日に前月分が公表される。 

 

ISM景況感指数 

ISM（Institute for Supply Management 供給管理協会）が発表する景気転換の先行指標である。供給管理

協会が企業の担当者にアンケート調査を実施して作成しており、主要経済指標の中ではいち早く発表される

ことから景気の先行指標として重要視されている。数値が50を上回れば企業の景況感が好転、50を下回れ

ば悪化していることを示す。製造業、非製造業それぞれ別に指標が発表される。 

 

新車販売台数 

オートデータ社が毎月月初に前月分を発表する米国の新車販売台数。販売台数は個人消費動向の確認に

加えて、関連部品などが多岐にわたり製造業全体に影響をあたえるため注目を集める。 
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・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するも

のではございません。  
・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推

奨し、勧誘するものではございません。  
・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  
・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございま

す。  
・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではござい

ません。  
・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  
・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なし

に転用・複製・配布することはできません。  
 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会

利益相反に関する開示事項 
マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対す

る対価を契約先会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているもの

ではありません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているもの

であり、契約先会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマ

ネックス証券と本レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 


